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【2017年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1 共著 未定 教職こども研究

2 共著 未定 教職こども研究

3 単著 未定 教職こども研究

（２）論文

1

2

3

（３）学会発表

1 単著
第16回日本フットケア学
会年次学術集会、福岡
市

佐藤玲子 2018年2月11日

2

3

（４）その他

1

2

3

２．競争的資金等の研究

研究期間

1

2

3

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1 平成29年7月

2 平成29年4月

埼玉県立大学保健医療福祉学部健康開
発学科口腔保健科学専攻における養護
教諭課程選択者の動向

公衆衛生看護・地域看護

看護学修士

聖路加看護大学大学院

看護師、保健師、養護教諭

日本公衆衛生学会、日本看護研究学会、日本フットケア学会、日本学校健康相談学会

研究名、研究代表者・研究分担者の別

混合歯列期にある小学６年生児童の入学
時からの齲蝕発生の状況

体験学習により避災の観点を育成する
－養護教諭課程学生への気象災害に関
する安全教育－
体験学習により避災の観点を育成する
－養護教諭課程学生への気象災害に関
する安全教育－
体験学習により避災の観点を育成する
－養護教諭課程学生への気象災害に関
する安全教育－

該当なし

老人クラブに所属する地域在住高齢者が
行う側部の清潔セルフケアの継続と変化

該当なし

競争的資金等の名称

該当なし

口腔保健科学概論
対象学年1年生に地域保健・ライフステージごとの公衆衛生活動を具
体例をあげてイメージしやすく講義を行った。

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

栄養指導論
対象学年2年生に、一年時の栄養学の講義内容をふまえて個々のラ
イフスタイルに応じた食・活動・休息を含めた生活の観点から学習し
た。



3
平成29年10月～
平成30年2月

4
平成27年10月～
平成28年2月

5
平成29年4月～平
成29年8月

6
平成29年4月～平
成29年8月

7
平成29年4月～平
成29年8月

4
平成29年10月～
平成29年2月

4
平成29年4月～平
成30年3月

4
平成29年10月～
平成30年2月

4
平成29年7月、30
年3月

（４）論文指導

1

2

3

（５）その他

1 平成30年2月

2
平成29年4月～平
成30年2月

3
平成30年2月～平
成30年3月

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

2 清透祭 平成29年10月

2 清透祭 平成29年10月

3 埼玉県立大学SPU学会 埼玉県立大学SPU学会
平成29年４月～30
年3月

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1 なし

2

3

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

2

3

５．学内運営（委員会委員）

1

2

3

アドバイサーグループ活動 学生の参加を促し交流活動を行った。

看護学概論
対象学年2年生に、成人・高齢期の健康・家族の発達と衰退・加齢症
状・生活習慣による疾患・介護など、ライフステージに応じた理解を
促した。

看護援助方法
基本的な生活場面で用いる看護技術を映像・実技を通して学習を
行った。

小児保健看護学
対象学年2年生に、出生前・胎児期・乳幼児期・母性の発達、保健活
動など、ライフステージに応じた健康の変化の理解を促した。

小児看護学 乳幼児の疾患を理解し成長発達を促す看護の講義を行った。

教職関連科目担当者会議

該当なし

調布市健康づくり始める会

保健委員会

教員採用試験対策講座
一次・二次試験対策、面接指導、論文指導等受験先に応じて実施し
た。

8020達成のために親子でお口のチェック
をしてみませんか

口腔保健教育

学会運営

在校生卒業生支援教育教職ホームカミングデイ

養護実習履修者審査
教職課程選択者2年次生、3年生以降、より意欲を持てるよう面接を
行った。

臨床検査論 健康観察で用いる検査について演習を行いながら理解を促した。

教務運営部会

母性看護学

教職実践演習

子どものケアや療養期の看護を行う家族を理解するよう講義を行っ
た。

教職履修者の教員学習の総括で卒業に向けて学習のサポートを
行った。

卒業研究
研究領域、指導教員、下級生の参加、発表会、提出をサポートした。
また、卒業研究論文集を作成した。

養護実習事前事後オリエンテーション
実習の事後共有化を行う。また、事前準備では実習内容に応じて行
う。

該当なし
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６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

該当なし

該当なし

該当なし

ヒューマンケア実習室運営


